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道路案内標識とカーナビゲーションの利用実態 

The Usage of Road Signs and Car Navigation system by Drivers * 
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１．はじめに 

 
道路案内標識の目的は運転者が迷うことなく、ま

た不安無く目的地に到達できるよう、運転者を誘導

することである。しかし、最近はカーナビが普及し、

カーナビをうまく利用すれば道に迷うことは少なく

なってきた。こうした現状で道路案内標識もその役

割を変えようとしつつあり、カーナビとの役割分担

関係について新たな考察が必要な時期にきている。 
本研究は、以上の認識から、自動車利用者に対し

て、道路案内標識とカーナビの利用内容（状況）を

意識調査し、道路案内標識とカーナビのそれぞれに

期待される役割を明らかにして、今後の案内誘導シ

ステムのあり方を考えようとするものである。 
 
２．調査の概要 

 

九州に居住し、自動車運転免許を保有する者 155
名を対象として平成 15 年 11 月１日～同 30 日の間

にカーナビゲーション（以下カーナビと略す）およ

び案内標識の利用実態に関する調査を行った。 
 本調査の目的は、各運転者が案内標識とカーナビ 
の経路案内をどの程度信頼し、どのように使い分け 
ているかを明らかにすることである。今回は，時間・

労力・費用の制約から、調査票を用いた日常の運転

に関する意識調査に加えて、運転直後に記録しても

らうモニター方式を取り入れた調査方法を採用した。

調査票では大きく、①個人属性、②案内標識の利用 
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状況、③カーナビの利用状況、および④実際の運転

ごとの目的地までの経路確認行動、について尋ねた．

①，②，③については、各自の運転経験に基づいて

一般的な回答を求めるものである。しかし、それら

のみでは、現実の状況に対応した行動実態を十分に

把握できないので、④において、1 月間にわたって、

運転直後に経路確認行動を記録してもらった。 
  
３.運転経験による案内標識とカーナビの利用実態 

 
（１）対象者の個人属性、運転状況など 
調査対象者の個人属性については，性別は男性７

割、女性３割であり，年齢は 20 歳代、30 歳代の若

年者が多く、全体の 7 割を占めている。居住地区は

九州各県に分布しているが、福岡県と鹿児島県が大

半を占めている。 
自動車の運転頻度は、ほぼ毎日が 57％と過半数を

占め、次に休日のみの 24％、週の平日に 1～2 度が

13％と続く（図 1）。また、自家用車へのカーナビの

装備状況については、装備が 25％，未装備が 75％
と，装備車は１/4 に過ぎない（図 2）。カーナビの利

用経験については，自家用車以外にレンタカーなど

での利用経験を含めると、半数を超える運転者が経

験している（図 3）。初めての場所に行くときの目的

地までの情報収集については、詳細に調べる運転者

が 25％、ある程度調べる運転者が 52％、あまり調

べない運転者が 20％存在し、ある程度以上調べる人

が８割近くに達する（図 4）。 
 

（２）案内標識及びカーナビを使用する目的（場面） 
案内標識を利用する目的（場面）については、進

行方向の確認、交差点（分岐点）の確認，現在位置

の確認の順で案内標識が利用されている（図 5）。 
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特に，進行方向の確認に利用するとの回答が多く、 

運転者にとって現在どの方面に向かっているかが重

要な情報と思われる。カーナビのルート案内の利用

目的は、「目的地までの経路を知るため」が最も多く、

「道に迷ったときのため」がこれに続く（図 6）。 
 
（３）現在位置の違いによる案内標識利用の割合 
 経路途中と目的地周辺で、カーナビ装備者と未装

備者の案内標識の使用に違いがあるかを調べた。経

路途中ではカーナビ装備者、未装備者ともに 4 割以

上の運転者がほとんどの標識をチェックしており、

ともに同じような傾向を持つことが分かる（図 7）。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
一方、目的地周辺ではカーナビ使用時、未使用時

ともに 6 割以上の運転者が標識をチェックしている

ものの、カーナビ装備者の方がその程度は低い傾向

にある（図 8）。これは、より詳細な情報が必要な目

的地周辺においては、標識よりも個人のニーズに対

図 1 自動車利用頻度   図 2 カーナビ装備状況 

図 3 カーナビ使用経験   図 4 情報収集 
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図 5 案内標識を利用する場面 

図 6 カーナビを利用する場面 

図 7 経路途中における案内標識の利用割合 

図 9 高速道路における案内標識の利用割合 

図 8 目的地周辺における案内標識の利用割合 
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応可能なカーナビに依存しているためと考えられる。

図 9 には、高速道路でのカーナビ使用時と未使用時

の案内標識の使用の相違を示した。高速道路では、

特に出口と入り口の情報が重要視されているが、カ

ーナビ未装備者は入り口確認、装備者は出口確認に

案内標識を利用している。 
 

（４）案内標識とカーナビの内容矛盾とその対応 
図 10 はカーナビ所有者で、ルート案内を使用し

た人を対象とし、事前情報とルート案内が矛盾する

場面を経験したかを示したものである。ルート案内

が事前情報と異なる場合は，「よくある」，「ときどき

ある」を合わせると、76％に達する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 11 は、案内標識の内容とルート案内が矛盾し

た場合どちらに従うかたずねたものである。この場

合、カーナビに従う人は約２割であるが，案内標識

に従う人は約６割に達している。この結果から、カ

ーナビ装備車を運転している場合でも、多くの運転

者が案内標識の案内を信頼していることが分かる。 
図 12 は案内標識とルート案内の内容が矛盾した

場合の対応をカーナビ使用頻度別にまとめたもので

ある。カーナビをあまり使わない人の場合、案内標

識に従うのはおよそ 5 割程度なのに対して、カーナ

ビを良く使う人の場合 8 割近くの人が案内標識に従

うと回答している。これより案内標識とルート案内 
 
 
 
 
 
 
 
 

の内容が矛盾した場合、カーナビを使用する頻度が

高い人ほど案内標識に従う傾向が強い。すなわち、

利用されたカーナビが必ずしも十分に信頼を得てお

らず、しかもカーナビを多く使うほどその傾向が顕

著になることを示している。 
 
４．実際の運転ごとの案内標識とカーナビ利用実態 

 

（1）ルート案内利用 
実際の運転ごとの目的地までの経路確認行動のデ

ータを用いて、カーナビ装備車を運転した場合にル

ート案内が利用された割合を図 13 に表した。ルー

ト案内は、全体の約 20％程度しか利用されていない

ことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）途中確認の方法 
図 14 には、回答者が目的地までの経路を覚えて

いる場合、図 15 には覚えていない場合の、カーナ

ビ所持者と非所持者の途中確認について示した。 
経路を覚えている場合は、カーナビの有無に関わ

らず 8 割が確認をしていないが、確認をするケース

も 2 割はある。また途中確認の方法では、カーナビ

未装備者が主に案内標識を用いて確認していたのに

対して、カーナビ装備者はカーナビの地図で確認す

ることが多い。 
一方、経路を全く覚えていない場合には、カーナ

ビの装備者で案内標識を確認したのは 15％程度で

あるが、およそ 8 割がルート案内およびカーナビの

地図に従っている。また、カーナビ未装備者で案内

標識および地図で確認したケースがともに 38％に

及んでいる。案内標識、カーナビともに、経路を知

らない場合の利用が多いが、経路を知っている場合

でも確認のために利用されていることには、注意を

要する。 
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図 11 案内標識とカーナ
ビが矛盾した場合の対応 

図 12 案内標識とカーナビが矛盾する場合の
カーナビ使用頻度別の対応 

図 13 ルート案内使用の有無 
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（３）ルート案内の利用・非利用の要因分析 
カーナビのルート案内の利用状況を明らかにする

ため、数量化Ⅱ類を用いて分析を行った（表 1）。 
ルート案内の使用に最も大きな影響を与えている

要因として、ドライバーが経路を覚えているか否か

や運転の距離などがある。目的地が遠くなるほどル

ート案内が使用される割合が高く、また交通目的で

は日常行動よりもレジャーやドライブなどの余暇に

おいて使用される頻度が高い。また、そのほかにも

年齢や自動車の利用頻度も少なからず影響しており、

60 代以上になるとかなりの割合でルート案内を使

用する。性別はほとんど影響していない。 
 
５．結果と今後の課題 
 
本調査から、次に示す重要な知見が得られた。 

①案内標識とカーナビの情報が食い違った場合には

案内標識を信頼する運転者が多く、またカーナビを

使用する頻度が高いほどその傾向が強い。 
②経路を覚えているか否かや目的地までの距離だけ

でなく、年齢などによってもルート案内の使用に変

化が見られる。 
③案内標識とルート案内を同時に用いる場合、経路

途中と目的地周辺では、使用に変化が見られる。 
カーナビは利用者の精神的負担の軽減や交通の円

滑化、安全性の向上など様々なメリットを持ち、運

転者個人に対応した情報を提供できる新しい情報提

供手段としての期待は大きい。反面、新設道路に対

応できず、逆に遠回りをしてしまうなどの信頼性、

操作性の面からデメリットもあり、利用者にとって

全面的な信頼を受けるにはいたってはいない。こう

した問題が技術的に解決されたとしても、カーナビ

が案内標識にとってかわることは考えにくい。なぜ

なら、人間が安全確実な行動をとろうとする場合、

複数の情報を得て、相互に矛盾が無いのを確認する

ことによって大きな安心感を得ることが多いからで

ある。この点については今後、運転者の行動心理の

面からを研究していくことが必要である。 
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女性 25 0.40 0.00

20代 96 0.25 -0.01

30代 111 0.22 0.06

40代 26 0.04 -0.49

50代 42 0.24 -0.05

60代 13 0.54 0.72
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図 14 経路を覚えている場合の途中確認 

図 15 経路を覚えていない場合の途中確認 

表 1 ルート案内の利用・非利用に影響する要因 


